
＼学芸員による講演会／  

１５ 
（月） 

マンデートーク 32 古代東アジアのよろい（鎧・甲） 
 
身を守り、命を守る鎧には、実用性とともに機能美も認められます。しばしば惚れ惚
れしてしまう鎧のカッコよさにスポットを当てその歴史を辿ってみましょう。 

３F 

13:15～13:35 

江 介也 学芸員 

１７
（水） 
～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１８ 
（木） 

  

 

【３階ロビ－】 

むかしの道具を知ってる会 七つ道具っず 

「むかしの家に置いてみよう」 

【２階ホール】 

むかしの遊びコーナー 

 

３F 企画展示室 

ムセイオンバトル―参考館のイチ推しはコレだ！― 

 
天理大学の教員、専攻の学生、学芸員がそれぞれ本展イチ推しの資料を熱く語ります！
当日観覧の皆様に投票いただき、最高得票数の資料に投票した方のなかから 1 名様に 
館のグッズをお渡しします。 

－ 出 演 － 

齊藤 純(天理大学教授)、天理大学文学部歴史文化学科学生、幡鎌真理学芸員、他 

３F 企画展示室 

13:15～14:15 

２２ 
（月） 

マンデートーク 33 ギャラリートーク「＃むかしの道具を知ってる会」① 

ちゃぶ台と平等 
日本の伝統的な食卓は「膳」でした。今日でも「オゼン」という呼び方が残っていま
す。明治時代になって、一つの食卓をみんなで囲む「ちゃぶ台」が普及しました。 
それ以前の社会では人間関係はすべて上下の関係しかなく、家族のなかでも序列が 
厳然と存在しました。食卓の変遷から平等を考えます。 

３F 企画展示室 

13:15～13:35 

幡鎌真理 学芸員 

２４ 
（水） 

   幡鎌真理 学芸員
 

くらしの道具 古今東西モノがたり －SDGsな生活実践－ 
 
身の回りの自然を活かし、食べられるものをおいしく、余ったものもゴミにしない。変化に富んだ地形
に恵まれ、四季がある日本では、自然の力をくらしのなかにうまく取り込んできました。そこには現代
にも活用できる知恵がつまっています。「塗り箸」より「白木の箸」が贅沢とされた江戸時代や、 
最近話題の「食い尽くし系」を防ぐ「膳」など、モノにまつわる古今東西のお話をいたします。 

地下 1F 研修室 

13:30～15:00 

(13:00 開場) 

【定員 100 名】 

要入館券 

２９ 
（月） 

マンデートーク 34 ギャラリートーク「＃むかしの道具を知ってる会」② 

「鍋道」ではなく「庖丁道」のワケ 
日本の伝統的な技芸の名称には「道」が付きます。料理に「道」が付くとき、「鍋道」
とか「味付け道」ではなく、「庖丁道」となったことが特徴的と言えます。英語の cook 
は“火や熱を使って料理する”という意味です。では、最も「庖丁道」的な刺身は 
料理ではないのでしょうか？調理道具から考えます。 

３F 企画展示室 

13:15～13:35 

幡鎌真理 学芸員 

 休館 １（月）～４（木）、９（火）、１６（火）、２３（火）、３０（火） 

X（旧ツイッター） 
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公式キャラクター 


